
令和元年７月１０日　公告

おとしよりすこやかセンター南部花園館他１施設受変電設備改修その他電気設備工事

設計図書の一部に表記誤りがありました。下記正誤表をご確認下さい。

正誤表

訂正箇所 誤 正

図面Ｎｏ．５　平面図の一部修正 　構内柱12m末口19cm700Kg 　構内柱12m末口19cm

図面Ｎｏ．１１　平面図の一部修正
　既設ＰＧＳはメーカーにてガス処分を行い
証明書を提出のこと。

　既設ＰＧＳは株式会社戸上電機製作所にて
ガス処分を行い証明書を提出のこと。
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配管配線　　天井インペイ配管、天井ケーブルころがし配線

ハウジング一体型同軸カメラ
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ＩＴＶ15型モニター

接地工事　　特記なきは銅棒打込式

外灯　　　　既設

中継ボックス　　プルボックス

記　号

凡　例

ＷＰ：防水型　ステンレス製

PAS　7.2KV 300A ZCT・ZPD・LA内蔵　DGR共

コンクリート柱　　１２ｍ末口１９ｃｍ７００ＫＮ
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撤去（引込切替後）コンクリート柱12ｍ　地上部のみ撤去

方向性 DGR共
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EA(LA)

構内柱12m末口19cm700Kg

新設

PAS　7.2KV 300A (重耐塩)

方向性 ZCT･ZPD･LA内蔵　SUS製

支線，根かせ,装柱材共
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No.－
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図面名称
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大 阪 市 都 市 整 備 局

公共建築部施設整備課

設
計
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務
所

(一財)大阪建築技術協会

図面番号 （　　　枚の内）

図面サイズ：Ａ１

平成　　　年度30

配置図・凡例

１：１５０ 5

EA　22□ｘ1(VE16)
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おとしよりすこやかｾﾝﾀｰ南部花園館他１施設受変電設備改修その他電気設備工事

※柱上作業はパケット車を使用すること。

修正前

入札R1-E00

h-matsumoto
多角形

h-matsumoto
長方形
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おとしよりすこやかｾﾝﾀｰ南部花園館他１施設受変電設備改修その他電気設備工事

※柱上作業はパケット車を使用すること。

構内柱12m末口19cm

修正後

入札R1-E00

h-matsumoto
多角形

h-matsumoto
長方形



水抜管

ベルマウス管（ＦＥＰ）

ＦＥＰ管

鎖

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０－１６０

Ｄ１０

Ｇ．Ｌ

モルタル

Ｄ１０

コンクリート柱

６ｋＶ　高圧ケーブル

ブッシング＋コーキング処理

制御線接続ボックス

付属制御ケーブル

（ＳＳ２００×２００×１００ＷＰ－ＳＵＳ）

玉がいし

支線保護カバー

高圧ピン碍子

高圧ピン碍子

腕金（電力会社施工）

負荷気中開閉器ＰＡＳ
負荷気中開閉器ＰＡＳ

支持バンド

支持バンド

支持バンド

（銅棒１４φ×１５００）

ＧＬ

（ＶＰ２０）

コンクリート根かせ（長さ１．２ｍ）

接地測定端子ボックス

制御ケーブル施工要領図

（高圧気中開閉器に制御ケーブルが附属されている場合）

高圧引込柱要領図 マンホール姿図

高圧ケーブル端末処理記録銘板参考図

接地測定端子ボックス詳細図

電線管（厚鋼々管）

白地黒文字

カップリング又はハンドホール

防水カバー取付

（ＶＰ２０）

ボックス取付金具・支持バンド

２号コネクター（ＶＥ２２用）

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×２

高圧引込柱

請負者名、端末処理施工業者名、端末処理者名及び認定番号

端末処理年月日

ケーブル製作所名

ケーブルの種類、サイズ及び亘長

回線名（多回線ある場合）

ケーブルの多端末の端末処理場所名

○○○

○○○

○○○

○○○

ケーブル防水処理（防水カバー内部・外部共）

接地極　Ｅ Ａ

（詳細図参照）

（亜鉛メッキ）

（亜鉛メッキ）

（亜鉛メッキ）

支線（亜鉛メッキ鋼撚線３８°以上）

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×1

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×1

ＰＡＳ

（注）２００ｍｍ×１００ｍｍ×５ｍｍｔアクリル製エッチングとする。
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０
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０
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０
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上
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０
０
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０
０
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０

０

B

１
０

４
０

壁厚７０

２
０
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０

１
５

０

接地測定端子台（内部取付）
（２２□　接続１Ｐ端子台）

（橙色ペンキ仕上げ、「高圧危険」表示）
厚鋼電線管（ＧＰ８２）

モルタル根巻

Ｇ８２

Ｅ２２□　（ＶＰ２０）

ターンバックル

支線ロッド

（引張り抵抗力を十分有すること）

ステーブロック

支線（亜鉛メッキ鋼撚線３８□以上）

高圧引込用

アームタイ×２

Ｅ２２□

ＰＡＳ操作ひも用リング

ケーブルヘッド支持金具

高圧引込用

水抜穴４φ－２ヶ所

接地測定端子取付ボックス
（ＳＳ１５０×１５０×１００ＷＰ－ＳＵＳ）

地中配管はＨＩＶＥ又はＦＥＰとする

（耐塩形・ステンレス製ケース）

ケーブル支持バンド

No.

工事名称

図面名称

縮　　尺

大 阪 市 都 市 整 備 局

公共建築部施設整備課

設
計
事
務
所

(一財)大阪建築技術協会

図面番号 （　　　枚の内）

図面サイズ：Ａ１

平成　　　年度30

- 11

高圧ケーブルの端末処理は、日本電気協会又は電力会社による高圧ケーブル工事技能認定者が行い、

下記の端末処理記録銘板を取り付ける。

接地測定端子

特記事項

１　蓋

２　ケーブル銘板

３　足掛金物

４　その他

回転ロック式　鋳鉄製防水、防臭型６００φ　

線名種別サイズ及び回路名行先等をアクリライト板（乳白色）に

エッチング（黒字又は赤字）の上ケーブルに取り付ける。

鋼棒　１８φ以上

（特記なきは中荷重）

中荷重５８．８ｋＮ（６０００ｋｇｆ以上）、重荷重１９６．０ｋＮ（２００００ｋｇｆ以上）

運動場等でマンホール及びハンドホール蓋がＧＬ以下（＝１５０ｍｍ）となる時は蓋上部に

ゴムシートをかぶせて、直近に埋設表示板（アクリルエッチング）を設ける。

記　号

ＭＨ－　１

－　２

－　３

－　４

－　５

－　６

－　７

－　８

－　９

－１０

－１１

－１２

－１３

－１４

－１５

－１６

－１７

－１８

有効深さ（Ｈ） 有効巾（Ａ）

８００

有効巾（Ｂ） 足掛金物

８００ ８００

マンホール寸法表

８００

１０００ １０００６００

１２００ １２００６００

１０００ １０００

１２００ １２００

－１９

－２０

８００

８００

８００

１０００ １０００ １０００

１１００ ８００８００

１２００ １２００

１２００ １２００

１２００ ８００ ８００

１２００ １０００ １０００

１２００

１１００

１４００ １０００ １０００

１４００ １２００ １２００

１０００ １８００１５００

１６００ １０００ １０００

１２００ １２００

１８００

１５００ １５００ １５００

１８００

１８００

１段

２段

３段

１５００１５００

１２００ １２００

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６００

寸　法

CBA

５０～６５７００～７４０６００

電線管

エポキシ系樹脂接着剤

（１２ｍ末口１９ｃｍ７００ＫＮ）

（黒・黄色の安全注意マーク付）

１．根かせの方向は直線路の場合は線路に平行また引留箇所

及び曲り箇所の場合は線路に直角とする。

２．電柱の足場ボルトは地上約２．５ｍ以上の部分に取り付ける。

３．電柱の根入れ深さはＬ≦１５ｍの場合は１／６以上Ｌ＞１５ｍの場合は

２．５ｍ以上とする。

４．高圧引込用負荷気中開閉器のブッシングは製造者標準品とする。

５．ＰＡＳの操作ひもは開閉操作に支障のない（リングを取付、その中に通す。）

ようにして、ひもには「係員以外操作禁止」の札を取りつける。

・柱上作業は、バケット車を使用すること。（運転手含む）

・停電切替前に高架水槽を満水状態にすること。

（注記）

・既設ＰＧＳはメーカーにてガス処分を行い証明書を提出のこと。

・引込ケーブルの電気室側シースアースについては各相ごとに端子をつける事

　（ハ）がい管を用いる方法　　　　　　　　

　（イ)絶縁テープ巻きによる方法　 （ロ）ゴムストレスコーン差込による方法

　を2部作製すること。(試験測定については、最低２人以上で測定を行うこと。)

・受電前検査に、耐圧試験、継電器試験、絶縁抵抗測定、接地測定を行い報告書

・動力設備については、停電及び受電後配電盤にて正相・逆相の確認を行うこと。

・ケーブルの端末処理はいづれかによる。（ハンダは、鉛レスハンダを使用）

12

おとしよりすこやかｾﾝﾀｰ南部花園館他１施設受変電設備改修その他電気設備工事

（重耐塩形・ステンレス製ケース）

高圧引込柱要領図

修正前

入札R1-E00

h-matsumoto
多角形

h-matsumoto
長方形



水抜管

ベルマウス管（ＦＥＰ）

ＦＥＰ管

鎖

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０－１６０

Ｄ１０

Ｇ．Ｌ

モルタル

Ｄ１０

コンクリート柱

６ｋＶ　高圧ケーブル

ブッシング＋コーキング処理

制御線接続ボックス

付属制御ケーブル

（ＳＳ２００×２００×１００ＷＰ－ＳＵＳ）

玉がいし

支線保護カバー

高圧ピン碍子

高圧ピン碍子

腕金（電力会社施工）

負荷気中開閉器ＰＡＳ
負荷気中開閉器ＰＡＳ

支持バンド

支持バンド

支持バンド

（銅棒１４φ×１５００）

ＧＬ

（ＶＰ２０）

コンクリート根かせ（長さ１．２ｍ）

接地測定端子ボックス

制御ケーブル施工要領図

（高圧気中開閉器に制御ケーブルが附属されている場合）

高圧引込柱要領図 マンホール姿図

高圧ケーブル端末処理記録銘板参考図

接地測定端子ボックス詳細図

電線管（厚鋼々管）

白地黒文字

カップリング又はハンドホール

防水カバー取付

（ＶＰ２０）

ボックス取付金具・支持バンド

２号コネクター（ＶＥ２２用）

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×２

高圧引込柱

請負者名、端末処理施工業者名、端末処理者名及び認定番号

端末処理年月日

ケーブル製作所名

ケーブルの種類、サイズ及び亘長

回線名（多回線ある場合）

ケーブルの多端末の端末処理場所名

○○○

○○○

○○○

○○○

ケーブル防水処理（防水カバー内部・外部共）

接地極　Ｅ Ａ

（詳細図参照）

（亜鉛メッキ）

（亜鉛メッキ）

（亜鉛メッキ）

支線（亜鉛メッキ鋼撚線３８°以上）

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×1

腕金（両面）７５×７５×３．２ｔ　Ｌ＝１８００×1

ＰＡＳ

（注）２００ｍｍ×１００ｍｍ×５ｍｍｔアクリル製エッチングとする。

Ｕバンド１６φ

２００

(A)ｘ(B)

７０

１
０

０

９
０

（
Ｈ

）

９
０

１
０

０

１３５ ふたの寸法６００ １３５

８７０

A

C

２
０

０
０

１
０

０
０

０

１
０

０
０

１
０

０
０

１
０
０

０

Ｇ
Ｌ

＋
３

０
０
０

３
０

０
３
０

０
３
０

０
９
０

０

３
０

０
０

９
０

０
３

０
０

６
０

０
以

上

２
５

０
０

３
０
０

２
０

０

B

１
０

４
０

壁厚７０

２
０
０
０

１
５

０

接地測定端子台（内部取付）
（２２□　接続１Ｐ端子台）

（橙色ペンキ仕上げ、「高圧危険」表示）
厚鋼電線管（ＧＰ８２）

モルタル根巻

Ｇ８２

Ｅ２２□　（ＶＰ２０）

ターンバックル

支線ロッド

（引張り抵抗力を十分有すること）

ステーブロック

支線（亜鉛メッキ鋼撚線３８□以上）

高圧引込用

アームタイ×２

Ｅ２２□

ＰＡＳ操作ひも用リング

ケーブルヘッド支持金具

高圧引込用

水抜穴４φ－２ヶ所

接地測定端子取付ボックス
（ＳＳ１５０×１５０×１００ＷＰ－ＳＵＳ）

地中配管はＨＩＶＥ又はＦＥＰとする

（耐塩形・ステンレス製ケース）

ケーブル支持バンド

No.

工事名称

図面名称

縮　　尺

大 阪 市 都 市 整 備 局

公共建築部施設整備課

設
計
事
務
所

(一財)大阪建築技術協会

図面番号 （　　　枚の内）

図面サイズ：Ａ１

平成　　　年度30

- 11

高圧ケーブルの端末処理は、日本電気協会又は電力会社による高圧ケーブル工事技能認定者が行い、

下記の端末処理記録銘板を取り付ける。

接地測定端子

特記事項

１　蓋

２　ケーブル銘板

３　足掛金物

４　その他

回転ロック式　鋳鉄製防水、防臭型６００φ　

線名種別サイズ及び回路名行先等をアクリライト板（乳白色）に

エッチング（黒字又は赤字）の上ケーブルに取り付ける。

鋼棒　１８φ以上

（特記なきは中荷重）

中荷重５８．８ｋＮ（６０００ｋｇｆ以上）、重荷重１９６．０ｋＮ（２００００ｋｇｆ以上）

運動場等でマンホール及びハンドホール蓋がＧＬ以下（＝１５０ｍｍ）となる時は蓋上部に

ゴムシートをかぶせて、直近に埋設表示板（アクリルエッチング）を設ける。

記　号

ＭＨ－　１

－　２

－　３

－　４

－　５

－　６

－　７

－　８

－　９

－１０

－１１

－１２

－１３

－１４

－１５

－１６

－１７

－１８

有効深さ（Ｈ） 有効巾（Ａ）

８００

有効巾（Ｂ） 足掛金物

８００ ８００

マンホール寸法表

８００

１０００ １０００６００

１２００ １２００６００

１０００ １０００

１２００ １２００

－１９

－２０

８００

８００

８００

１０００ １０００ １０００

１１００ ８００８００

１２００ １２００

１２００ １２００

１２００ ８００ ８００

１２００ １０００ １０００

１２００

１１００

１４００ １０００ １０００

１４００ １２００ １２００

１０００ １８００１５００

１６００ １０００ １０００

１２００ １２００

１８００

１５００ １５００ １５００

１８００

１８００

１段

２段

３段

１５００１５００

１２００ １２００

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

６００

寸　法

CBA

５０～６５７００～７４０６００

電線管

エポキシ系樹脂接着剤

（１２ｍ末口１９ｃｍ７００ＫＮ）

（黒・黄色の安全注意マーク付）

１．根かせの方向は直線路の場合は線路に平行また引留箇所

及び曲り箇所の場合は線路に直角とする。

２．電柱の足場ボルトは地上約２．５ｍ以上の部分に取り付ける。

３．電柱の根入れ深さはＬ≦１５ｍの場合は１／６以上Ｌ＞１５ｍの場合は

２．５ｍ以上とする。

４．高圧引込用負荷気中開閉器のブッシングは製造者標準品とする。

５．ＰＡＳの操作ひもは開閉操作に支障のない（リングを取付、その中に通す。）

ようにして、ひもには「係員以外操作禁止」の札を取りつける。

・柱上作業は、バケット車を使用すること。（運転手含む）

・停電切替前に高架水槽を満水状態にすること。

（注記）

・引込ケーブルの電気室側シースアースについては各相ごとに端子をつける事

　（ハ）がい管を用いる方法　　　　　　　　

　（イ)絶縁テープ巻きによる方法　 （ロ）ゴムストレスコーン差込による方法

　を2部作製すること。(試験測定については、最低２人以上で測定を行うこと。)

・受電前検査に、耐圧試験、継電器試験、絶縁抵抗測定、接地測定を行い報告書

・動力設備については、停電及び受電後配電盤にて正相・逆相の確認を行うこと。

・ケーブルの端末処理はいづれかによる。（ハンダは、鉛レスハンダを使用）

12

おとしよりすこやかｾﾝﾀｰ南部花園館他１施設受変電設備改修その他電気設備工事

（重耐塩形・ステンレス製ケース）

高圧引込柱要領図

・既設ＰＧＳは株式会社戸上電機製作所にてガス処分を行い証明書を提出のこと。

修正後

入札R1-E00

h-matsumoto
多角形

h-matsumoto
長方形


	R1年7月10日　公告　正誤表
	R1年7月10日　公告　正誤表

	E05配置図（修正前）
	E05配置図（修正後）
	E11高圧引込参考図（修正前）
	E11高圧引込参考図（修正後）



